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日本の医療を取り巻く状況

◆少子高齢化の進展
・5人に一人が高齢者
-全人口中65歳以上 24.1％（2012年現在）
-高齢者率21％以上の状態“超高齢化社会”

◆国民医療費の増大
・Ｈ23年度 37.8兆円（概算医療費）
-70歳以上：約17兆円。一人あたり80万円/年
・Ｈ47年度 60兆円
-団塊世代が80歳代後半、厚労省推計

◆病院の破たん
・地域中核病院の９割が赤字
-2,700のうち9割が赤字
・診療所の５割が赤字
-99,000のうち５割が赤字

◆保険者の破たん
・健保組合の９割が赤字
-1,460のうち９割が赤字
-毎年２０程度が破たん

現行の国民皆保険制度破綻の危機！！

ICTの活用による医療の効率化が必須

◆医師不足と地域偏在
・人口1000人あたりの医師数2.0人
-OECD（経済協力開発機構）加盟30カ国中27位（平均3.0人）
・国民1人あたりの年間受診回数13.7回
-30カ国中最多

解決方法の一つとして
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年齢別の罹患率
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・罹患率は、50代から見て70代は３倍、
60代から見て80代は4倍と高齢に成ると急激に増加

高齢者（65歳以上）
の罹患率は、急激にUP

出展：厚生労働省 『平成21年地域保健医療基礎統計』
（ ※人口10万人）

年齢別の罹患率（病気にかかる割合）
【全疾患 人口10万人あたりの人数】
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世界の高齢化率の推移

日本は、世界のどの国もこれまで経験したことのない高齢社会を迎えている
欧米ではイタリア、スペイン、アジアではシンガポール、韓国の高齢化率が高い

出典：平成23年版高齢社会白書
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地域ブロック別にみた高齢化の進展度合い

出展：国立社会保障・人口問題研究所
『日本の都道府県別将来推計人口』（平成19年5月推計）

・後期老年人口（75歳以上）は、2035年までに急増する
・特に首都圏を含む南関東エリアでは高齢者向けの医療機関や介護施設の
供給が追いつかない状態が想定される

北海道 東北 北関東 南関東 北陸 中部 近畿 中国 四国
九州・

沖縄

平成22年
（2010）

670 1,599 877 3,208 396 1,867 2,195 1,012 573 1,826

平成47年
（2035）

1,035 2,141 1,401 5,991 549 2,931 3,534 1,378 741 2,651

増加率 54% 34% 60% 87% 39% 57% 61% 36% 29% 45%
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各エリアにおいて後期老齢人口は急激にUP
（特に、首都圏を中心とした南関東エリア）
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対応策

①高齢化の進展
↓

②高齢者の“高い” 罹患率
↓

③病院や介護施設の医療供給に限界

【在宅等への移行】 在宅での診療や介護施設へ患者が移される
医師不足に加え、医師や患者の移動負荷や時間負荷が発生

地域医療連携（医療機関間の連携）

遠隔医療・介護（離島、僻地だけでなく、都市部における遠隔地からの医療・介護行為）

医療・介護連携（医療機関と介護施設の連携）

を具現化した地域包括ケアシステムの実現が重要

想定されるシナリオ

ICTを用いた情報連携による医療・介護の効率化が必要※
※IT戦略本部「シームレスな地域連携医療の実現」
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地域包括ケアシステムの実現イメージ

出典：厚生労働省「社会保障・税一体改革で目指す将来像」2012.3.30


